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１．はじめに
　本稿では、現国立大学法人東北大学の前身である第二高等学校、仙台医学専
門学校及び東北帝国大学を対象とし【表１】、医学教育の転換期といえる明治
から大正にかけての解剖体への慰霊を扱う。現在まで連綿と続く解剖体慰霊の
初期の実態は、いくつかある先行研究の中でも解き明かされてこなかった。そ
こで本稿では、東北大学史料館所蔵の歴史公文書の中で解剖体慰霊に関するも
のを参照し、その実態把握に努めていくことにする。上述の諸機関における解
剖体の扱いについては既に加藤諭の論が存在しているが、慰霊のもつ宗教的側
面や仏教界とのつながりなどには充分な注意が払われていない。本稿ではこの
ような視点から資料を再検討するとともに、加藤が扱っていない新資料を加え
てその議論を補足する形を取りたいと考えている。尚、本稿中では、上記の前
身組織が設置されていた期間を便宜上＜東北大学形成期＞と総称することを
断っておきたい。
【表１　東北大学医学部・歯学部の沿革】
西暦 動　　き 教育機関名称（医） 教育機関名称（歯）
1887年 第二高等中学校医学部設置 第二高等中学校医学部 　
1894年 第二高等中学校医学部を改称 第二高等学校医学部 　
1901年
第二高等学校から医学部が分
離独立
仙台医学専門学校医学科 　
1907年 東北帝国大学設置 　 　
－79－
1912年
仙台医学専門学校は、包摂さ
れて東北帝国大学医学専門部
となる
東北帝国大学医学専門部 　
1915年 東北帝国大学医科大学開設 東北帝国大学医科大学 　
1919年
医科大学の医学科は医学部の
医学科となる
東北帝国大学医学部医学科 　
1949年 東北大学設置 東北大学医学部医学科 　
1965年 歯学部設置認可（学生定員40名） 　 東北大学歯学部
東北大学医学部Webページを元に田淵彩加作成
２．先行研究について
　近年、解剖に関する人文社会科学的見地からの議論は、盛んになりつつある。
例えば、実際に解剖学教室で教鞭をとった坂井達雄は、現場経験を軸に医学を
学ぶ学生の実態や解剖のプロセスなどを具体的に説明したり、医学史の観点で
人体観を論じたりしている。解剖学実習のリアルを切り取ろうとした研究には、
解剖を医学生にとっての一種のイニシエーションとして医療人類学の視点で捉
えた星野晋の論や、エスノメソドロジカルな切り口で見た樫田美雄らの研究が
挙げられる。また、香西豊子は解剖体の流通経路やその過程を当時の資料を引
用しつつ、歴史社会学の立場から明らかにしている。また加藤諭は、明治から
大正という変動期の解剖体の需給状況を歴史公文書の詳細な分析を基に論じ、
地方毎に特色があることを明らかにしている。特に加藤は仙台医学専門学校時
の「解剖願書綴」という資料を用いており、筆者の研究にも関連するため後ほ
ど詳細を確認したい。このように、解剖及び解剖体に関する研究は様々な切り
口で論じられている。
　一方で、筆者はこれまで先行研究とは別の視点から解剖された人々の「その
後」に焦点を当てて研究をおこなってきた1。その結果、東北大学のこれまでの
解剖体慰霊の変遷の一端がすでに明らかになっている。まずはそれを以下で紹
介したい。
１　田淵彩加、2017「東北大学における解剖体慰霊の変遷」『東北民俗』51:113‒120
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　この研究では東北大学史料館や東北大学付属図書館医学分館等に所蔵されて
いた資料等をあたり、年ごとの解剖体への慰霊の状況を探った。するとそれは
大きく４つの期間に分類できた【表２】。まず Aの期間は、解剖体への慰霊が
確認できた最も古い年である1894年を起点にしてある。これは＜東北大学形成
期＞のうちでも第二高等学校医学部の時代である。この時から1929年の東北帝
国大学医学部時までは龍泉院をはじめ、曹洞宗務局、第二中学林等の曹洞宗関
連の施設で解剖体への慰霊祭が催行されてきた。だが Bの期間からは、仙台
市公会堂や大学内の講堂に場所が移っている。この変化は太平洋戦争の影響を
受けている可能性もある。一方、戦後1957年からの資料では、約20年間は松音
寺という曹洞宗の施設にて慰霊祭が実施されており、この期間を Cとした。
そして D期間である1977年以降は東北大学白菊会の協力の下、宗教色を取り
除く方式を取って公共施設での実施になっている。この分類を基準にして言え
ば、本稿は A期間の解剖体慰霊の実態を当時の資料からより詳細に明らかに
することを目指すものである。
【表２　解剖体への慰霊祭の変遷】
時期 開催場所 年数
1894年 龍泉院（曹洞宗） 不明
1896年～1901年 曹洞宗務局 約５年間
1903年～1922年 第二中学林 約20年間
1924年 東二番丁同事舎 不明
1927年～1929年 東二番丁仏教館 約３年
1933年 （仙台）市公堂 不明
（約４年間？）
1936年、1939年、1942年 東北大学医学部内中央
講堂
不明
1957年、1959年～1972年、
1975年、1976年
松音寺（曹洞宗） 約20年間？
1977年～2016年現在 東北大学川内記念講堂、
国際センター
約40年間
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３．取り扱う資料と関連する先行研究について
　東北大学史料館には、解剖体の慰霊に関係する資料がいくつか所蔵されてい
A
B
C
D
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る。その中でも特に有用だと判断したものが以下の３種類である。まず①『雑
書類明治31年～大正７年』内の「解剖願書綴」、②『解剖體霊祭書類／明治
三十四年以降』（以下『解剖體霊祭書類』）、そして③1917年、1918年、1949年、
1953年にそれぞれ発行された祭祀料の改正に関する書類である2。これらは、大
学運営に関する当時の状況を丁寧に記述しているだけでなく、残されている記
述内容から当時の時代背景や人々の思考を読み取ることができ、非常に価値の
高い歴史公文書である。尚、本稿では引用以外の表記は旧字体を新字体に改め
ている。
　このうち①「解剖願書綴」については先述したように加藤が論考をまとめて
いる。加藤は地方医学教育機関における解剖体供給の仕組みの一端を明らかに
することを目的に、1907年から1911年までの資料をあたって仙台医学専門学校
の解剖体需給状況や葬送について言及している。その中で、仙台医学専門学校
において、解剖体の需給関係の確立に必要だったのは以下の二点であると指摘
する。
　まず一点目が、多様な供給先の確保である。仙台医学専門学校は、宮城監獄、
仙台分監、宮城病院、民間医院 3、東北慈恵院 4、宮城授産場 5、仙台育児院、産
婆等を通じて安定的な解剖体の確保を目指した。
　二点目が、それらから供給された解剖体の葬送を医学教育機関側で担うこと
である。加藤は以下のような需給の流れを明らかにした。遺体に関する解剖願
が遺族、もしくは民間医院等から提出され（宮城監獄では例外はあるものの基
本的に解剖願は提出されなかった）、その後仙台医学専門学校が遺体を引き取り、
解剖を行った。全身解剖の場合は火葬し、希望があれば遺族や施設へ火葬骨を
２　他にも『東北帝国大学学報』等があるが、今回取り扱う時期に該当する資料ではなかった
ため紹介をしていない。また、これらは審査により一部閲覧不可になっている箇所がある。尚、
③に関しては別稿にて扱う予定。
３　仙台市内の同仁医院や阪医院を指している。［加藤、2015:21］
４　仙台にあった佐澤廣臣が開設した民間の窮民・行路病者救護施設であり、1905年以降精神
病者の収容も行った。［近藤、2006:122］
５　仙台市で最も古い民間授産施設。「様々な過去や性癖をもち、年齢も異なる人々が生活を
共にする場であった」という。［佐藤、2016:237］
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送付する。そうでない場合は埋葬までを請け負う。この時の埋葬箇所として記
録されているのは、龍泉院6や松源寺7、保春院8等の寺院である。部分解剖の場
合は、速やかに解剖を終え、入棺まで済ませてから遺族へ返還するのだという。
加えて、全身解剖の場合は祭資料（ママ）を大人５円、小人３円、部分解剖の
場合は一律３円を遺族や施設側へ支給していたと言及している。
　これらを踏まえて、加藤は「解剖体の需給関係においては、仙台医学専門学
校による死後の火葬（場合によっては埋葬）手続きの請負と祭資料の支給とい
う仕組みが制度化されて」［加藤、2015:24］いるとし、解剖体需給関係の成立
には医学教育機関の葬送が欠かせず、それは遺族・施設側にとっても経済的長
所が大きかったことを示した。やや時期はずれるが、大正14年時点の宮城県で
は火葬の割合が全体の約10％に留まっていた9ことから考えても、火葬に必要
となる費用は少なくなかったと推察される。
　しかし、ここでいう「葬送」がどの範囲までかは明確になっておらず、火葬
や埋葬という程度に言及が留まっている。前章で述べた解剖体への慰霊祭を「葬
送」の一部に組み込んで考えてよいと仮定すれば、解剖体需給に必須の葬送は
医学教育機関のみで完結するのではなく、曹洞宗関係の宗教施設の協力下で成
立していたと言えるのではないだろうか。本稿ではこのような視点から、別資
料を扱って検証を進める。
　さて、上記の①「解剖願書綴」に加
えて本稿で筆者が扱うのが②『解剖體
霊祭書類』という公文書である。これ
は1901年から1914年の庶務課による解
剖体霊祭に関する種々の資料が合綴さ
れた冊子で、部分的ではあるが「解剖
６　宮城県仙台市若林区新寺にある曹洞宗の寺院。
７　宮城県仙台市青葉区土樋にある曹洞宗の寺院。
８　宮城県仙台市若林区保春院前丁にある臨済宗妙心寺派の寺院。
９　生活衛生法規研究会 監修、2017、『新訂 逐条解説 墓地、埋葬等に関する法律 第３版』第
一法規　資料編 :300‒301
【写真　 実際の『解剖體霊祭書類』】
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願書綴」とも年代が重なる。この分析を通して当時の解剖体慰霊の実態に迫っ
ていきたい。
　この冊子には主に次のような種類の文書が含まれている。項目と年次を照合
して整理したものが次の【表３】である。項目というのは次の５点である。
【表３  『解剖體霊祭書類』の内容物分類】
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•庶務係による教職員及び学生への諸通知（係の配置、広告案、掲示案など）
•解剖体霊祭事前準備に関するもの（順序、予算など）
•各施設から送付された職員名簿（宮城病院、監獄、養老院等から）
•解剖体霊祭招待者名簿
•解剖体に関する情報（屍体人名、住所等の個人情報）
などである。次章で項目に沿って内容を検討する。
４．『解剖體霊祭書類』の内容検討
１　庶務係による諸通知
　この分類におかれた文書は、解剖体霊祭を実施するための諸通知である。特
に各係への人員配置、接待人員通知、新聞社等への広告案、施行に関する学生
通知の掲示案に関しては毎年欠かすことなく作成されている。
　これらの文書からは次の二つの興味深い事実を指摘することができる。まず、
新聞社に解剖体霊祭の広告掲載を検討している点である。以下で1901年時の広
告案に関する文書を引用する。
三十四年十一月廿六日　庶務係
学校長　会計係
解剖体祭主任
来ル三十日解剖体祭執行ニ付左ノ日刻ヲ以テ河北新聞等ニ各一日毎二廣告
相成可然乎
廣告之案
當校ニ於テ解剖学ノ実験ニ供シタル死者ノ霊ヲ慰メンカ為メ来ル三十日午
後一時三十分仙台市東二番丁曹洞宗務支局ニ於テ祭典執行候ニ付遺族并ニ
関係者ハ随意焼香セラルヘシ
明治三十四年十一月廿六日仙臺医学門学校
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新聞掲載日刻左通
十一月廿七日　　　　　　　東北新聞
十一月廿八日　　　　　　　奥羽日日新聞
十一月廿九日　　　　　　　河北新聞
以上
［「廣告之案」『解剖體霊祭書類／明治三十四年以降』］
※くずし字部分のうち、旧字か否か判断しかねた文字は新字体にした。
　この文書によると、依頼先は1901年時点で東北新聞、奥州日日新聞、河北新
報10等だった。その後奥州日日新聞は1904年に廃刊になったようで、その後は
東北新聞と河北新報に依頼している。現在の東北大学における解剖体への慰霊
祭は、関係者のみが出席するクローズドな形で運営されているが、当時は庶務
係が作っている出席者リスト外の人にも告知を行っていたことが分かる。
　次に見るのは、教職員や学生への解剖体霊祭実施に伴う臨時休業通知につい
てである。こちらは1908年に書かれた資料を引用して確認する。
四十一年十月十三日
庶務係
學校長
教務主任
来ル十六日解剖体霊祭ニ付臨時休業ノ件
掲示案
學生一般
来ル十六日解剖体霊祭ニ付臨時休業ス
學校名
10　1901年の資料内では「河北新聞」表記。
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又教官、通牒案
来ル十六日解剖体霊祭ニ付臨時休業ニ候條此段及御通知候也
庶務係
教官各位御中
［「来ル十六日解剖体霊祭ニ付臨時休業ノ件」『解剖體霊祭書類／明治三十四年
以降』］
　ここからは、この当時は解剖体霊祭を執行する場合に休業措置がとられたこ
とがわかる。一方で現在の東北大学で実施されている解剖体の慰霊祭は学年暦
に掲載されている11。これは公式の大学行事として認知されているとも言え、
少なくとも「臨時休業」して出席するものではない。つまり、当時は業務の一
環として出席するという考えは無かったということになる。
２　解剖体霊祭の事前準備関係
　①　解剖体霊祭順序
　この項目に該当する文書は、当時の解剖体慰霊を俯瞰するために実に有益で
ある。まず、出席者に送付されたと思われる「解剖体霊祭順序」を取り上げる。
これから解剖体霊祭の流れや宗教的状況を多少推測することができよう。文書
が欠落している年もあるが【表３】、基本的に初出の1902年のものから変更が
ないためそれを紹介する。
解剖体霊祭順序
明治三十五年十月二十一日
午后一時三十分打鐘壹会　來賓幷職員生徒着席
　次　　　　　　同　貮会　衆僧上殿
11　現在は東北大学医学部電子シラバスに掲載。
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　次　　　　　　同　参会　副導師上殿
　　　　　　　　鳴鼓鈸　　三通
　　　　　　　　副導師　　拈香
　　　　　　　　挨拶　　　学校長
　　　　　　　　七下鐘　　大導師上殿
　　　　　　　　讀經　　　大悲呪、甘露門、吊
マ マ
疏、普門品、遶行
　　　　　　　　大回向文　諷誦
　　　　　　　　祭文　　　解剖敎官、生徒總代
　　　　　　　　焼香　　　祭主、遺族、來賓、職員、生徒
　　　　　　　　鳴鼓鈸　　三通
　　　　　　　　導師　　　降殿
　　　　　　　　衆僧　　　降殿
　　　　　　　　茶菓共進
　　　　　　　　散會
 ［「解剖体霊祭順序」『解剖體霊祭書類／明治三十四年以降』］
　ここから当時行われていた「解剖体霊祭」が仏式で行われていたことが確認
できる。このことは『東北医学会会報』や『河北新報』の記事から裏付けるこ
とができる12【表４】。慰霊祭自体の名称や開催地は典拠資料より抜粋したもの
である。「解剖体霊祭順序」によれば1902年は昌伝庵という曹洞宗の寺院で解
剖体霊祭を開催したとされるが、他資料に見られる前後の年についても基本的
には曹洞宗務支局、第二中学林13等の曹洞宗系施設で実施されていたことがわ
かっている。ただしそれらの資料の中でも昌伝庵の名前は1902年以外では見ら
れず、なぜその年だけそこで行われたかは不明である。
12　【表２】同様、1894年以前の情報は現段階で不明。
13　現在の東北福祉大学の前身である栴檀学園の元になったとされる組織。僧侶の育成機関
だった。
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【表４　解剖体への慰霊に関する年表（明治中期～大正まで）】
　1919年と1920年の慰霊祭については河北新報に式典の様子を報告した記事が
あり、以下のような興味深い事実が確認できる。
解剖體祭　昨日擧行
　（前略）第一鐘にて遺族来賓並に職員學生等着席それより衆僧の上殿あ
りて直に祭儀に遷り鳴鼓、鈸三通の後副導師大竹良惇氏の拈香あり次いで
七下鐘の間に大導師大洞良雲氏の上殿終つて教員總代木村男也博士、學生
總代横澤太郎の祭文朗讃あり茲に一先づ儀式を了へて衆僧の讀經始まるや
　（中略）軈て右終れば市内佛敎各宗代表諸師は起つて大回向文を諷誦を
なし續いて祭主井上學部長遺族來賓職員學生の燒香ありて午後三時終了せ
－89－
るが参會者無慮七百餘名頗る盛會なりき
　［『河北新報』：1919.10.19朝刊］
※下線は筆者によるもの
　下線部を引いた箇所には、大回向文の読み上げ時に「市内仏教各宗代表諸師」
がいたことが書かれている。曹洞宗系施設で開催されているとはいえ、それ以
外の宗派の僧侶の参与が確認できるのである。そのためこの新聞記事を元にし
て考えれば、1919年前後の解剖体霊祭も各宗派が集う形だったのではないかと
いう推察ができる14。
　②　「祭費予算／解剖体霊祭諸手当」及び「用意するものについて」
　この項目に該当する文書は、解剖体霊祭を実施するにあたっての経費や物品
に関する記載がされたもので、断片的にしか残っていない。今回は「祭費予算
／解剖体霊祭諸手当」に該当する1902年と1913年の文書、及び「用意するもの
について」に該当する1907年の文書から経費に関するものに絞って内容を確認
したい。
　まずは順を追って1902年の資料である。そこには次のような予算案が示され
ている。
　　
明治三十五年十月廿五日
祭費豫算
　•金参圓也　　　　　並附杉六寸角丈六ノモノ　塔婆　壹
　•金拾圓也　　　　　内壹圓道具料幕共　讀經料
14　このような特定の宗派に依らない慰霊祭は同時期に他でも見られる。例えば明治35年1月
に起きた八甲田山での陸軍青森歩兵連隊約200名に対しては、約半年後の7月23日に儀礼が行
われている。午前中に神道式の吊魂祭、午後には仏教各宗派合同の法会が執り行われた。こ
こでいう仏教各派とは曹洞宗、浄土宗、日蓮宗、真宗を指す。［丸山、2010:88‒91］
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　•金弐拾六圓拾銭　　一人前十八銭　百四十五人分　菓子料
　　　　　　　　　　　来賓　遺族　病院来賓　職員　僧侶
　•金壹圓八拾二銭　　菓子料
　　　　　　　　　　　中学林生徒廿六名分　但し七銭
　•金拾五圓也　　　　菓子料
　　　　　　　　　　本校生徒三百人前　但し五銭包
　•金壹円也　　　　　雑菓子料
　•金参圓也　　　　　供餅並二供菓子料
　（中略）
　•金壹圓也　　　　　龍泉院　手當
　•金壹圓五拾銭也　　昌傳庵　手当
　•金壹圓也　　　　　松源寺　手当
　•金弐圓　　　　　　青物供物料
　•金四圓也　　　　　□餅　二斗
　　以上
［ 「明治三十五年十月二十五日　祭費予算」『解剖體霊祭書類／明治三十四年以
降』］
※ 旧字と新字が混在しているが原文に即してそのまま引用した。以下の文書も
同じ。
　1902年の予算案には、後に参照する1907年、1913年のものには無い、塔婆（卒
塔婆）に関する記述があった。「六寸角丈六ノモノ」という但し書きがあり、
約18センチ四方の大きさで、高さが約1.8メートルになることが分かる。この
大きな卒塔婆に関しては他の文書に記載が無いため、納められた場所やタイミ
ング等の情報が無い。1889年の『東北医学会会報』には、位牌に「解剖体諸精
霊等」とあったとの記載があるが、1902年に作成された塔婆との関係は不明で
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ある15。
　また、菓子料に関して詳細な内訳が提示されている。参列者に対する菓子料
だけで四十四円六十四銭分も計上されており、それだけ規模の大きい霊祭で
あったことが類推される。
　加えて、龍泉院、昌伝庵、松源寺にはそれぞれ手当が出ている。加藤が指摘
しているように、龍泉院と松源寺は引き取り手の無かった遺骨の埋葬先だった。
これは、別の資料にも根拠が示されている。例えば、『東北医学会会報』には
第二高等学校による建碑点眼式が1898年に松源寺にて実施されたことが記され
ている。1898年以前から遺骨を埋葬していることを受けて石碑を建立したとい
う16。また、同会報には解剖体霊祭時に松源寺の住職による起龕、つまり棺を
墓所へ送り出す行為があったという記事もある17。これらの資料に準拠すれば、
松源寺と龍泉院は遺骨の埋葬先であるだけでなく、解剖体霊祭時も学校側と協
力関係にあったのだと言える。また、1902年は先述したように昌伝庵で解剖体
霊祭が執り行われているため、その謝金分が計上されていると考えられる。
　次に1907年の「解剖祭前日マデニ用意スベキ書キ物調」と表題をつけられた
資料を確認する。
解剖祭前日マデニ用意スベキ書キ物調
　記
　•解剖屍體人名（半切奉書ヘ）
　目録
　•金六円　　　　　讀経料
　•金壹円　　　　　中學林坐料
　•金貮円　　　　　中學林生徒菓子料
　•金五拾銭　　　　中学林小使手當
15　『東北医学会会報』14:91‒92
16　『東北医学会会報』11:51‒52
17　『東北医学会会報』7:60
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　　　以上中學林宛
　目録
　•金貮円五拾銭　　青物供物料
　•金壱円五拾銭　　龍泉院
　•金壱円五拾銭　　松源寺
　•金壱円　　　　　佛道具ノ損料
　　　以上龍泉院宛
　　外ニ
　以上各現金之包紙（皆大奉書へ）
［ 「解剖祭前日マデニ用意スベキ書キ物調」『解剖體霊祭書類／明治三十四年以
降』］
　1907年のこの資料は中学林宛てと龍泉院宛てとで分けて記述されている。
1907年は第二中学林で解剖体霊祭が実施されているため、中学林宛てになって
いるのはそのための経費であると考えられる。内訳としては、読経料として六
円、場所代として一円支払っている。また中学林の学生への菓子代に二円分当
てている一方、他の参列者への菓子代は確認できない。龍泉院宛ての経費につ
いては不明な点が多い。供物料はともかく、なぜ松源寺宛ての謝金を龍泉院が
もらいうけるのだろうか。これに関しては詳細が掴めておらず、不透明なまま
である。
　最後に、「解剖体霊祭手当」と題された1913年の文書を検討する。
解剖体霊祭諸手當
　•道具料　　　一 .〇〇〇（一円）
　•青物供物料　二 .五〇〇（二円五〇銭）
　•龍泉院　　　一 .五〇〇（一円五〇銭）
　•松源寺　　　一 .五〇〇（一円五〇銭）
⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭
大竹　良淳
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　•讀經料　　　六 .〇〇〇（六円）
　•席料　　　　一 .〇〇〇（一円）
　•菓子料 中学林生徒へ　　二 .〇〇〇（二円）
　•小使手當　学林生徒へ　五〇〇（五〇銭）
　　計 一六 .〇〇〇（一六円）
［「解剖体霊祭手当」『解剖體霊祭書類／明治三十四年以降』］
※括弧内は筆者による付記
　1913年の資料の内容はかなり簡素にまとまっている。ここに見られる「大竹
良淳」は龍泉院の僧侶である18。これは1907年と同様である。この年も龍泉院
の関係者が松源寺の分まで謝金を受け取る段取りになっており、その代表者と
して大竹良淳の名前が挙げられていると考えられる。大竹に関しては、「解剖
体霊祭順序」に関連する箇所で引用した1919年の河北新報の紙面上19でも名前
を確認することができる。その際には副導師として解剖体霊祭に関与しており、
第二中学林と龍泉院もしくは大竹良淳個人との関係性が密接だったとも言える。
　以上、1902年、1907年、1913年と３ヶ年の資料を検討してみたが、この当時
は寺院や仏教関連の組織と協力関係を結んで慰霊祭を執行していたことがより
明らかになった。一方でそれらの寺院は全て曹洞宗であり、河北新報で指摘さ
れていたような他の諸宗派とのやり取りは確認できなかった。また、1907年、
1913年においては供物代や道具代が龍泉院に対して支払われていた。
３　解剖体霊祭招待者について
　最後に「各施設から送付された職員名簿」（以下、「職員名簿」）および「解
剖体霊祭招待者名簿」（以下、「招待者名簿」）を元にして、解剖体霊祭にどの
ような属性の人々が出席したのかを確認したい【３．取り扱う資料と関連する
18　『仙台人名大辞書』には、「明治十六年仙臺東九番丁曹洞宗圓通山龍泉院第三十二世に就職、
專心寺門の興隆に努力し、頽廢せる同寺の面目を改め」た人物であると記載されている。［菊
田、1974:189］
19　河北新報：1919.10.19朝刊
⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭
中学林
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先行研究について、表３】。もちろん名簿と実際の出席者との間に齟齬がある
ことは想定できるため、その点は慎重に捉える必要がある。
　まず「職員名簿」だが、基本的に大学側が依頼して施設からそれぞれ送付し
てもらっている。これは解剖体霊祭に出席する人数や、接待する対象を確認す
る意図で行われたものだと推察される。そのため、職員名簿をそのまま招待者
名簿として流用したと思われる年度もあり、表中ではそれを※印で表している。
　それを踏まえて「招待者名簿」を見ると、年度が改まる毎に招待者の層が厚
くなっていることが傾向として確認できた。まず、1909年から新しく仙台高等
工業学校（東北帝国大学工学専門部）教授の名前が出てきた。このあと1911年
以降には仙台理科大学（東北帝国大学理科大学）教授も招待されている。ちょ
うどこの時期は1907年６月に東北帝国大学設置の勅令が交付され、様々な学校
の統合と学部の新設が進む総合大学としての形成期とでもいうべき時代であっ
たため、このような招待者の追加が行われたと考えられる。1912年からは、市
内在住の卒業生が招待者名簿に記名されている。また、1913年に仙台医師会会
員の出席が始まったことも注目すべきものである。
　一方で、1913年に仙台警察署職員が招待されていることは、注目に値する。
解剖された遺体の中には刑死者も含まれており、その担当だった警官が出席し
たという可能性も考えられるが、これを別視点で考えることもできる。1891年
７月27日に内務省令第11号として布告された法令に「刑死者ノ墓標及祭祀ニ関
スル件」があるが、この第二条、第三条に次のようなことが書かれている。
第二条　所轄警察署ノ許可ヲ得スシテ刑死者ノ為メ公然祭祀ヲ行フコトヲ
得ス
但親族ノ香花ヲ供スルノ類ハ此限ニアラス
第三条　刑死者ノ写真其他肖像ヲ公然陳列シ又ハ販売スルコトヲ得ス
　　　　其他総テ刑死者ヲ賞揚哀悼スルコトヲ得ス
［ 生活衛生法規研究会、 新訂 逐条解説 墓地、埋葬等に関する法律 第３版 :
279‒280］
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　この法令から指摘できるのは、刑死者については①「公然祭祀」、今回で言
えば解剖体霊祭を執り行う際は恐らく警察署の許可が必要だった、②解剖体霊
祭では、刑死者の写真は掲示できない、③刑死者を賞揚するだけでなく、哀悼
することまでも禁じられていた、という３点である。
　これらを含めて先ほどの仙台警察署の件を考えると、解剖体霊祭の実態を査
察に来たことも考えられる。少なくとも、当時のこの法令下で解剖体霊祭を催
行する以上、仙台警察署から何らかの許可を得て霊祭が行われていたことは十
分に考えられる。
　加えて同年に新聞記者の招待も見られる。１ 庶務係による諸通知において、
河北新報を含む数社に広告を出すための準備書類があることを記した。そのこ
とと併せて、この解剖体霊祭では大学外部の機関の参加が度々見られる。
　このように、招待者が多様化していく過程は、解剖・解剖体への認知が高ま
る様子を反映している。『解剖體霊祭書類』以外の情報源では、1922年の河北
新報の記事で地方裁判長や検事までもが解剖体霊祭に参列したことが記載され
ており、いかに外部に開かれた解剖体慰霊であったかを窺うことができる。
５．おわりに
　最後に、資料『解剖體霊祭書類』の内容分類、及び分析から結論付けをはか
る。まず、今回確認した資料について改めて確認すると、次のように分類でき
る。１）庶務係による教職員及び学生への諸通知、２）順序や予算などの解剖
体霊祭事前準備に関するもの、３）各施設から送付された職員名簿、４）解剖
体霊祭招待者名簿、５）解剖体に関する情報（個人情報）、の５分類である。
本稿ではこのうちの１）～４）を用いて解剖体霊祭の実態を分析し、以下のこ
とが明らかになった。
　１）の資料からは、解剖体霊祭の広告案にみられるように、新聞社へ広報活
動を都度欠かさず行っており、対外的に世間へ告知したいという意図がはっき
りと読み取れた。また、現在の東北大学での解剖体慰霊とは異なり、業務を「臨
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時休業」して霊祭に臨む大学側の姿勢を確認できた。
　また、２）順序や予算などの解剖体霊祭事前準備に関する資料からは、まず
これまで明らかでなかった霊祭の詳細が分かった。河北新報の記事には、開催
場所である曹洞宗系施設に他宗派の僧侶が一同に会し、ともに大回向文を読了
した旨が記されていたが、今回の資料からは諸宗派の参与に関する証拠を得る
ことはできなかった。予算に関わる資料は霊祭に用いられた大きな塔婆の存在
や、諸寺院の関係性を示唆しているが、詳細はなお不明な点が多い。しかしな
がら、読経料等を寺院側に支払っていた形跡は確認することができた。
　３）各施設から送付された職員名簿、４）解剖体霊祭招待者名簿からは当時
の招待対象の層の広がりを見てとれた。先述した新聞による広報活動は、外部
への認知を促進する機能があり、招待者名簿外の人々も弔問に訪れたことであ
ろう。また、東北帝国大学の他学部教授や、仙台警察署等の公的機関の人々も
招待している。医学関係者のみで構成しない、開かれた解剖体霊祭の仕組みづ
くりが行われていた。
　加藤は仙台医学専門学校における解剖体需給には、その医学教育機関による
「葬送」が必要とされていたと論じた。筆者はここにさらに検討する余地があ
ると捉え、火葬や埋葬のみならず、解剖体霊祭等の儀礼もその一部とすること
ができるのではないかと考えた。かつ、その実態を上記の『解剖體霊祭書類』
を分析するという視点から把握しようと努めた。実際、対外的に解剖体霊祭の
告知をする点、曹洞宗関係の施設への謝金の支払いがある点、霊祭への招待者
の層の外部への拡大があった点等を踏まえると、決して医学教育機関のみでそ
の「葬送」が構成されているわけではなかった。いわば＜東北大学形成期＞に
おける解剖体需給の確立には、医学教育機関のみならず、曹洞宗関係の宗教施
設の協力や開かれた解剖体霊祭の仕組みが存在していたのである。
　この実態を踏まえて、今後は＜東北大学形成期＞とそれ以降の期間での比
較・検討を行い、解剖体慰霊の詳細な実態や意義を論じていければと思う。
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Memorializing cadaver in “the formative period of 
Tohoku University”
──with clues from “Kaibotai-reisai-shorui”──
Ayaka Tabuchi
　The paradigm shift of Japanese medical science during Edo period is said to be 
related to the inflow of Western medical science. Anatomy became particularly 
essential for medical education since the Meiji era.
　Now, various forms of cadaver-related research have helped usher in progress 
for fields in the humanities as well. One such influential case refers to the supply 
and demand of cadavers from 1907 to 1911 at Sendai-Igaku-Senmongakko, which 
was the predecessor of present-day Tohoku University. An article asserts that 
anatomical supply and demand there required “funerals” sponsored by that medical 
educational institution.
　However, this “funeral” refers only to cremation and burial without a memorial 
service for cadavers.
　Therefore, in this article, I analyzed the “Kaibotai-reisai-shorui”, which is an 
official historical document of Tohoku University, written from 1901 to 1914.
　The historical document raises a few intriguing considerations. First, they 
managed an aggressive public relations campaign through newspapers. Second, we 
can see they provided alms to some Soto Zen temples in response to chanting 
services that were conducted. Third, year by year, the documents show a steadily 
increasing variety in attendees of such memorial services. Thus, we can glean that 
the institute’s services at the time were open to an array of public participants and 
had a strong cooperative relationship with local Soto Zen temples.
　In other words, the supply and demand of cadavers in Sendai from the Meiji to 
Taisho eras required the relationship and cooperation between the school and the 
surrounding public.
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